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Cherenkov Telescope Array(CTA)計画は、口径の異なる 3種類の望遠鏡をスペイン・ラパルマとチリ・パラ
ナルに計約 100台建設し、20GeVから 300TeVのガンマ線を従来よりも 10倍高い感度で全天観測する国際計画
である。その中で低エネルギー側での観測に焦点を当てた口径 23mの大口径望遠鏡（LST）の焦点面カメラは、
7本の光電子増倍管（PMT）と信号読み出し回路基板などで構成される PMTモジュール 265個から成る。日本
グループはこの PMTモジュールの開発・量産に貢献している。LST初号機は来年度中に完成予定であり、それ
に向けて複数の PMTモジュールを用いた、カメラ性能を確認する試験を行っている。また、LST2号機以降用
の読み出し回路の開発も行っており、温湿度センサーや電圧モニター回路、1GHzサンプリング用アナログメモ
リ”DRS4”チップのタイミングキャリブレーション用回路などを追加する。本講演では、LST初号機用カメラ
の試験状況、及び 2号機以降用読み出し回路での変更点と試作機での動作試験の結果について報告する。


